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ひまわり８号	

ひまわり8号による初画像。平成26年12月18日11時40分
（日本時間）。	

ひまわり8号の打ち上げ。平成26年10月16日
19時00分（日本時間）。	

従来に比べて連続的に高密度な衛星データが提供される時代に突入	
データクオリティの検証・改善は、極めて重要な課題	



千葉大Gの研究のキーワード	

▶ CREST/EMS 第1フェーズ (FY24-26)	
検証、品質保証、地上観測	

	

▶ CREST/EMS 第2フェーズ(FY27-31)	
検証、品質保証、地上観測	
想定内の誤差の定量化、衛星日射精度向上	
想定外の衛星データ異常検知	



研究のねらい	

辺戸岬2011.03	 千葉2011.04	 福江島2011.09	

地上日射量の衛星推定値と地上観測値の比較検証	

想定される誤差要因： 離散雲・エアロゾル	
想定内誤差： 定量化必要	 気象庁(日射)	

SKYNET(日射＋α）	

想定外異常：想定内誤差を越す異常	
 ※突発的なセンサー異常、特異な気象条件、越境汚染等	

地上	
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CREST/EMS 第1フェーズ 
ひまわり7号の結果	



成果(抜粋)	



国際展開のための 
放射・エアロゾル地上観測ネットワーク拠点形成	

▶ 国際ネットワーク間において、主力機器のエアロゾル光学的厚さデータが
0.01以内(1%の全天日射量に相当)で極めて良く一致	

▶ 国際連携を強化しつつ、エアロゾルの(高次の)地上測定値を高精度化させ
るためには検定方法が鍵	



ひまわり８号の日射量推定値と地上観測値の比較	

検証比較研究に着手し、二乗平均平方根誤差（RMSE）は概して80 W/m2であることが分かった。	
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詳細な相関解析（ひまわり8号 vs 地上観測)	

Radiation enhancement 

CSI = 0.0-0.3 
CSI = 0.3-0.6 
CSI = 0.6-0.9 
CSI = 0.9-1.0 
CSI = 1.0-1.1 
CSI > 1.1 

Jan.-Dec. 2016 

Clear Sky Index = (measured irradiance) / (simulated clear sky irradiance)	←地上観測より算出	

Damiani & Irie et al. (2018)	



ひまわり８号データからの晴天時判定の高度化	

ひまわり8号データ 
40×40 km2 領域内
の平均と標準偏差

(σ) 

ひまわり8号
データ＠千葉 

SKYNET@千葉 
CM21日射計 



エアロゾルの影響の定量評価 
@晴天時(σ<10 W/m2)	
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±20 W/m2	

▶  ひまわり８号データに考慮されていないエアロゾル(など)の効果によって、
ひまわり８号の値が過大 

▶  この影響を考慮すれば、ほとんどのデータは地上観測値と~20 W/m2以
内で一致	

Color:  
some selected clear sky days 



エアロゾルの影響の補正 
①スカイラジオメーターの利用、②気候値の利用	



異常検出基準の高精度化	

晴天時、エアロゾル補正後
で差が10%を越えたら異常 

◎第1フェーズ(平成26年度まで)	

晴天時、エアロゾル(など)補正後で 
差が~20-30 W/m2を越えたら異常 

◎第2フェーズ	



リアルタイム想定外誤差検知システム	

ひまわり8号	 CM21	&	RasPi	
衛星側のシステム	 地上観測	

リアルタイムで想定外誤差検知	
Ø  データの受信・同期(10分毎)	
Ø  晴天判定	
Ø  エアロゾルの影響の補正	



今後の予定	

▶ 地上定常観測継続。地上観測データのアーカイブ
化・公開の継続。 

▶  社会実装を見据えた形で、ひまわり８号(+モデル)
の高精度な誤差評価・誤差要因解明の継続。 

▶ 高度な異常検出システムの確立。	



連携の状況	

▶ 林チームの配電系統シミュレーションモデルを通じ
た地球科学情報の重要性・有用性の評価への貢
献 

▶ 東海大G、JAXA-東大G、NICT Gと連携	
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